



























































































































　　　　　　　　　　　　　University of California, San Francisco,  Institute  for Health and Aging.  (1996, 
November). Chronic  care  in America: A  21st  century Challenge.  Retrieved 
























　　　　　　　　　　　２）Rubenstein,  J.P.  The  effect  of  television  violence  on  small  children.  In  B.  F. 

















5] ,  Avai lablefrom  the  Robert  Wood  Foundat ion  Web  s ite :  URL: 
http://rwjf.org/library/chrcare
　　　　　（ウ ）共著文献の場合は、原則として、６人目までは著者全員の氏名を記載し、それ以降は省略し
て「他」または“et al”を付ける。
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　　　　　　　 　詳細については、国際医学雑誌編集者委員会「生物医学雑誌への投稿のための統一規定（第
５版）」（http://www.lifescience.co.jp/yk/toukou/toukou.htm）の「2-12．引用文献」を参照
のこと。
　　　　　　　 　なお、Ｗｅｂページ等からの引用に際しては、そのページの文献としての要件（ＵＲＬが変
化しない、誰でも閲覧可能等）を十分検討すること。
４　査読
　（１）投稿された原稿については、編集委員会委員及び査読委員による査読を行う。
　（２）査読委員の委嘱については、投稿された原稿の分野・内容をふまえ、編集委員会がこれを行う。
　　　　なお委嘱の基準は、原則として次のとおりとする。
　　　　ア．査読を依頼しようとする原稿の内容について、専門的知識を有していること。
　　　　イ．一原稿につき、２名により査読を行う。
　（３）編集委員会は、査読結果に基づき、投稿原稿について、修正を求めることがある。
　　　 　修正を求められた原稿は、できるだけ速やかに再提出すること。修正を求められた著者が、編集委員
会が指定した期日までに再提出しなかった場合は、投稿を取り下げたものと見なして処理する。
　（４ ）当該原稿の採否及び原稿の種類については、査読委員の意見をふまえた上で、編集委員会においてこ
れを決定する。
　　　　採用を決定した原稿については、これを受理した旨を著者に通知するものとする。
５　その他
　（１）当該原稿を、他の大学の研究紀要や学会誌等に、同時に投稿することは認めない。
　（２ ）投稿数が採用予定数を著しく超えた場合の掲載については、受理順とし、状況に応じて編集委員会に
おいて適宜調整することがある。
　（３ ）著者校正は、原則として初校までとし、投稿者が責任を持って行う。校正時の新たな追加あるいは変
更は、原則として認めない。
　（４ ）別刷を希望する場合は、30部までは無料とし、それを超える分については実費負担とする。
（附則）
　１　この要綱は、平成15年６月18日から施行する。
　２　この要綱は、平成16年６月16日から施行する。
　３　この要綱は、平成21年６月25日から施行する。
　４　この要綱は、平成23年４月１日から施行する。
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